
















PU に対して 0,1,5,10wt%添加し、計 4 つの紡糸溶液を
調整した。 
調整した紡糸溶液を Fig.1 の実験装置を用いて紡糸条件、印加電圧 Hv=30kV、針先からコ
レクターまでの距離 Cd = 25cm,押出速度 Fr = 1.0ml/h で紡糸を行った。 
2-2 ポリウレタンナノファイバーマットの撥水性と撥油性の評価 
マット上に水滴およびヘキサデカンを滴下し,その 5 秒後の接触角を測定した。 
2-3 ポリウレタンナノファイバーマットの水蒸気透過性の評価 
 JIS L 1099 A-2 法(ウォーター法)を用いて水蒸気透過度を求めた。 
2-4 ポリウレタンナノファイバーマットの耐水圧の評価 
PU+FF1 0wt%試料は、JIS L 1092 7.1.1 A 法(低水圧法)で、さらに耐水性の高い PU+FF1 
1,5,10wt%試料は JIS L 1092 7.1.2 B 法(高水圧法)を用いて耐水圧を測定した。 
3)結果と考察 
Fig.2 は得られた FF110wt%PU ナノファイバーマットを示す。各試料で 600~800nm のナ
ノファイバーマットが得られた。 





  D=0.710μm σ=0.330μm
Fig.1 静電紡糸装置図 
Fig.2 PU ナノファイバーマット 
Fig.3 対水接触角 Fig.4 対ヘキサデカン接触角
